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１．研究の背景

65歳以上の高齢者人口の占める割合いを高齢化率と

いう。また国連ではこの高齢化率が７％を超えた社会

を高齢化社会、14％を超えた社会を高齢社会、21％を

超えた社会を超高齢社会と定義している。

日本では他に類をみない速さで高齢化が進み、高齢

化率は現在17％を越え急速な速さで高齢社会に突入し

た。その結果高齢者数は急増し、厚生労働省の推計で

は、あと十数年で４人に１人が高齢者になると予想が

なされている。そのため、これにともなう痴呆高齢者

の急増が現在懸念されている。

痴呆はある程度進行してしまうと、薬物やリハビリ

テーションによる痴呆改善効果への期待は皆無となる

が、痴呆の程度が軽度であれば生活習慣の改善や知的

リハビリテーションを行うことにより、症状の改善や

進行の遅延が期待できることが最近の研究で示される

ようになった。

こうした流れの中、健忘から軽度痴呆を対象とした

認知障害程度を意味する MCI（ Mild Cognitive

Impairment）、AACD（Aging-associated Cognitive Decline）、

AAMI（Age-associated Memory Impairment）という新し

い概念がうまれ、彼ら出来るだけ早い段階で発見し、

痴呆の予防、また進行の遅延を行おうとする動きが広

まりつつある。

痴呆の評価は多々提唱されているが、表１に示すよ

うに大きくわけて質問形式による評価法と生理学的デ

ータに基づいた評価法にわかれる。しかし質問形式に

よる評価法では、被験者の協力や評価者の経験度によ

り結果が変動する可能性があり客観性に乏しい。一方
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生理指標に基づく評価

画像診断

瞳孔散大薬

脳脊髄液

視角誘発電位

質問形式による評価

HDS-R

MMSE

FAST

CDR

表１　痴呆評価法
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生理指標に基づく評価法も現時点では痴呆の重症度を

十分に反映しているとはいえず、まだ問題が残されて

いる。

またどちらの評価法も健常から重度痴呆までの被験

者を評価することを目的としていることから、健忘、

軽度痴呆に限った患者を適格に評価するには十分とは

いえない状況にある。

こうした背景のもと知的リハビリにより症状改善や

進行遅延が期待できる健忘、軽度痴呆の患者を高感度、

高特異度で評価しうる評価法の開発が望まれている。

２．研究の目的

本研究は健忘から軽度痴呆に至るMCI、AACD、

AAMIという概念に相当する痴呆予備軍および軽度痴

呆群を後述するStroop効果により評価抽出するシステ

ムの構築を最終目的としている。

今回は痴呆評価の際よく用いられる国際的な知能評

価法であるMMSE（Mini Mental State Examination）と

Stroop効果との相関について評価を行い、Stroop効果に

よる健忘、軽度痴呆の評価の有用性について検討する。

３．Stroop効果

Stroop効果とは、色を意味する文字が、その意味と

異なる色で印刷されていた場合、この文字の印刷色を

答えるのに要する時間が、黒色で印刷された文字を読

むのに要する時間や、単なる色カードの色を答えるの

に要する時間より長くなる現象をいい、1935年に

Stroop,J.R.により初めて紹介された。

例で説明すると以下のようになる。図１のカードを

１枚ずつ順（W card→C card→CW card）に提示する。

その際それぞれのカードを提示する前に、図中各カー

ド下の指示を与え、返答に要する時間を計測する。

計測された時間を比較すると、CW cardの返答に要し

た時間は、W card、C cardの返答に要した時間より長く

なる。この時間延長がStroop効果である。

Stroop効果の理論としては、「知覚コード説」、「反応

拮抗説」、「内的活性説」、「大脳半球機能差説」と諸説

提唱されているが、現時点では統一されていない。し

かし情報処理過程における視覚システムと言語システ

ム、あるいは感覚情報（色）と言語情報（文字）の干

渉現象によると考えられており、前頭葉の機能が大き

く関わっていると考えられている。

４．被験者

実験には事前の説明によりインフォームドコンセン

トが得られた新潟県柏崎市にある剣野公民館を利用す

る健常高齢者16名と、新潟県長岡市にある老人保険施

設サンプラザ長岡の入所者22名、合計38名が被験者と

して参加した。詳細は表２に示す通りであり、年齢は

平均年齢に加え最低－最高年齢が示されている

なお計測の前に全被験者に対し、聴覚低下による課

題内容の説明の伝達不備がないか、また、視角・色覚

低下による提示色返答に対する混乱がないか確認し、

その後計測を行った。

５．実験手順

実験は図２に示す手順で行った。被験者はまず既存

の知能評価スケールであるMMSE（Mini Mental State

Examination、図３）を行った。そしてStroop効果計測

の返答方法について説明をうけ、疑似練習を行った後

本計測を行った。

MMSEは認知機能検査のなかでも国際的によく用い

られているもののひとつである。MMSEは全部で11の

質問からなり、見当識、記憶、注意を口頭により解答

する能力、文章作成能力、呼称、口頭および文字に従

う能力、多角形を模写する能力が評価される。満点は

30点であり、20点以下の場合痴呆が疑われる。

Stroop効果計測では、図４に示すカードが採用され

た。W cardには黒色の文字、C cardにはカラーの四角形、

CW cardには文字の意味とは異なるカラーの文字が示さ

れている。

被験者への提示はコンピュータのディスプレイ上

黄赤青緑 青 黄 緑 赤 

　　  W card

文字を読んで下さい 

　　  C card

色を答えて下さい 

　　　  CW card

文字の色を答えて下さい 

図１　Stroop効果提示カード

人　　数　　　　男／女　　　　 年　　齢

38 ７／31 77.2（50-99）

表２　被験者
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（提示領域14cm×14cm、図５）にて行った。本実験を

行う前に、文字等がはっきり見えるか確認し、また赤

色や青色が加齢により茶色や紫色に見えないか確認し、

本計測同様で簡略化した模擬測定を行い、被験者が理

解した上で、本計測を行った。また図４に示すように

それぞれ正確にかつ出来るだけ速く返答するよう指示

を与えた。

Stroop効果評価項目としては、返答に要する時間を

ストップウォッチにより計測した。図６には計測風景

を示す。

  

 “出来るだけ速くかつ正確に四角形の色を答えて下さい” 

 “出来るだけ速くかつ正確に文字の色を答えて下さい” 

 Stroop効果計測説明 

 疑似練習 

 “出来るだけ速くかつ正確に文字を読んで下さい” 

 W card 提示、返答時間計測 

 C card 提示、返答時間計測 

 CW card 提示、返答時間計測 

MMSE

図２　実験手順

質問内容 回　答 得　点

今年は何年ですか。
今の季節は何ですか。
今日は何曜日ですか。
今日は何月何日ですか。

ここは何県ですか。
ここは何市ですか。
ここは何病院ですか。
ここは何階ですか。
ここは何地方ですか。

物品名３個（相互に無関係）
検者は物の名前を１秒間に１個ずついう。
その後被験者に繰返させる。
正答１個につき１点与える。

100から順に7を引く。（５回まで）

３で提示した物品名を再度復唱させる。

（時計を見せながら）これは何ですか。
（鉛筆を見せながら）これは何ですか。

次の文章を繰り返す。
「みんなで、力を合わせて綱を引きます」

（３段階の命令）
「右手にこの紙を持ってください」
「それを半分に折りたたんでください」
「机の上に置いてください」

（何か文章を書いてください。）

（次の図形を書いてください。）

年

曜
月　日

県
市

階

１（5点）

２（5点）

３（3点）

４（5点）

５（3点）

６（2点）

７（1点）

８（3点）

９（1点）
（次の文章を読み、指示に従ってください）
「眼を閉じなさい」

得点合計

１０（1点）

１１（1点）

図３　MMSE（Mini Mental State Examination）

黄緑青赤 
赤青緑黄 
緑黄赤青 
青赤黄緑 

指示：速くかつ正確に色を答えて下さい 

指示：速くかつ正確に文字を読んで下さい 

指示：速くかつ正確に文字の色を答えて下さい 

青 赤 黄 緑 
赤 青 緑 黄 
黄 緑 青 赤 
緑 黄 赤 青 

図４－３　CW card

図４－２　C card

図４－１　W card

図５　Card提示
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６．結　果

図７に各カードの返答時間を示す。図７からわかる

ようにW card、C card、CW cardの順に返答時間が長く

なる傾向がみられた。分散分析の結果W cardとCW card、

またC cardとCW cardの間に有意な差（共にp＜0.001）

がみられ、CW cardの返答にはW card、C cardの返答よ

り有意に長い時間が必要とされることが示され、

Stroopを確認することができた。

図８、９、10にはそれぞれMMSEとW card返答時間、

MMSEとC card返答時間、およびCW card返答時間との

関係を示す。ずべて負の相関がみられ、それぞれの相

関係数は順にr = 0.75、 0.69、0.81であった。MMSEとW

card返答時間、MMSEとC card返答時間には強い相関が、

またMMSEとCW card返答時間には非常に強い相関があ

ることが示された。

今回の被験者には健常高齢者だけでなく、軽度痴呆、

中程度痴呆の患者が含まれていたことから、W cardやC

cardのような容易な課題にも相関が得られたと考えら

図８　MMSEとWcard返答時間

図９　MMSEとCcard返答時間

図10 MMSEとCWcard返答時間

W card C card CW card
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図７　返答時間
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図11 年齢（全被験者）とCWcard返答時間

図12 年齢（健常者）とCWcard返答時間

れる。しかし相関の強さを考慮するとMMSEとCW card

返答時間の相関が最も強いことから、CW card返答時間

すなわちStroop効果が知的機能レベルを反映しうるこ

とが示された。

加齢によるStroop効果への影響を考えるため、被験

者の年齢とCW card返答時間との関係を図11に示す。

図11からは、85歳あたりをさかいに大きく返答時間

がばらついていることが読み取れる。これは二つの理

由によるもと考えられる。一つは図11には全被験者の

データが示されており、知的機能の低下による返答時

間の延長が考えられる。またもう一つは特に高齢の被

験者にいえることであるが、加齢による知的機能以外

の生理的機能の低下による返答時間の延長が考えられ

る。そこでこれらの影響がないと考えられるMMSE21

点以上かつ85歳以下の被験者の関係を図12に示す。

MMSE21点以上かつ85歳以下の被験者においては、

年齢とCW card返答時間の相関係数はr = 0.21と低く、痴

呆がなく85歳を超える加齢による生理機能の低下がな

ければ、Stroop効果は年齢の影響をほとんど受けない

ことが示された。

７．考　察

今回の研究では健常高齢者38名を被験者とし、

Stroop効果の測定を行った。その結果W card、C cardに

くらべCW cardの返答には有意に長く時間がかかること

が示され、Stroop効果を確認することができた。また

この効果は健常高齢者においては年齢に依存しないこ

とも示された。

既存の痴呆評価スケールであるMMSEとの比較では、

W card、C card課題は日常的で非常に容易ではあったが、

今回の被験者に痴呆患者が含まれていたことから、

MMSEと相関がみられた。しかし相関の強さに着目す

ると、CW card課題では、r＝0.81とW card、C card課題

に比べ非常に高い相関がみられた。これはStroop効果

をうみだすこの課題では、日常生活で慣れた文字を読

む作業に反し、文字の色を答えるという拮抗的で高次

な作業が前頭葉で行われていることから、微妙な知的

機能の差が結果に反映され、高い相関が得られたもの

と考える。以上の結果はStroop効果の軽度痴呆評価へ

の有用性を示したものといえよう。

今回課題は４×４の16の文字（色）であった。今後

は、この個数を増やし問題強度を高めることにより健

忘、軽度痴呆のより細かな評価を行いたいと考える。

また加齢による影響が若干ではあるが示されたことか

ら、健常高齢者のみ対象としたデータ集めをし、必要

とあれば加齢による補正を行いたいと考える。そして

最終的には音声入力による被験者とコンピュータのみ

からなる健忘・軽度痴呆自動診断システムを構築する

予定である。
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